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V．参考：吹田市職員アンケート 

 調査概要 

 調査の目的 

第４次総合計画の見直し作業を進めるに当たって参考とするため、本市職員に対し、第４次総合

計画の 19 のめざすまちの姿の到達度と、推進していくべきと考える SDGs の目標についてアンケート調

査を実施した。 

 

 調査日 

１回目：令和４年（2022 年）９月７日（水）～21 日（水） 

２回目：令和４年（2022 年）10 月５日（水）～25 日（火） 

 

 調査方法 

事務なび（庁内で情報を共有するためのシステム）を用いて周知を実施し、庁内電子申込システ

ムによる回収を行った。 

 

 調査対象 

吹田市職員 

 

 調査項目 

ア 総合計画の 19 のめざすまちの姿の到達度 

イ SDGs の認知度、注力すべきゴール 

 

 回答結果 

有効回答数 629 件 
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 調査結果 

 回答者の属性 

ア 年齢 

回答者の年齢は、「50 歳以上」（30.0%）の割合が最も高く、次に「40 歳代」（27.7%）、「30 歳

代」（24.0％）、「30 歳未満」（16.4％）が続く。 

 

図表 V-1 職員アンケート回答者の年齢割合 

 

 

イ 居住地 

回答者の居住地は、「吹田市」が 44.5％、「吹田市以外」が 55.5％で、吹田市以外の方が割合が高

い。 

 

図表 V-2 職員アンケート回答者の居住状況 

 

  

３0歳未満

16.4%

３０歳代

24.0%

４０歳代

27.7%

５０歳以上

30.0%

未回答

1.9%

(n=629)

吹田市

44.5%吹田市以外

55.5%

(n=629)
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 総合計画の 19 のめざすまちの姿の到達度 

ア 総合計画の 19 のめざすまちの姿の到達度 

総合計画の 19 のめざすまちの姿について、それぞれに近づいていると思うかを尋ねた。 

「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の合計をみると、「15.道路、水道、下水道などの適切な維持や、

公共交通の利便性の向上により、だれもが安全・快適に暮らせるまち」（87.6%）の割合が最も高く、次

に「18.まちのさまざまな魅力の向上により、市民が愛着や誇りをもち、住み続けたいと思えるまち」

（80.4%）、「5.高齢者が住み慣れた地域ですこやかに、安心して暮らし続けられるまち」「14.地域の特

性を生かしたまちづくりが進められ、みどり豊かで安全・快適に暮らせるまち」（いずれも 79.7%）が続く。 

一方で、「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の割合が低いものは、「2.市民自治の確立に向けて、市民

と行政とがそれぞれの役割を担うとともに、市民自らが地域課題の解決に向けて行動するまち」（50.9％）、

「19.限られた財源や人材などの行政資源が有効活用され、新たな行政課題に柔軟に対応しながら、持続

可能な行政運営が行われているまち」（52.6％）である。 
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図表 V-3 総合計画の 19のめざすまちの姿の到達度（職員アンケート） 
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3.0%

2.5%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.市民一人ひとりの人権が尊重され、だれもが対等な

社会の構成員として平和に安心して暮らせるまち

2.市民自治の確立に向けて、市民と行政とがそれぞれの役割を

担うとともに、市民自らが地域課題の解決に向けて行動するまち

3.市民一人ひとりの防災意識と地域防災力・減災力が高まり、

災害に強いまち

4.市民一人ひとりの防犯意識や犯罪を許さない

という気運が高まり、だれもが安心安全に暮らせるまち

5.高齢者が住み慣れた地域ですこやかに、

安心して暮らし続けられるまち

6.障がいの有無にかかわらず、住み慣れた地域で

安心して育ち、学び、働き、暮らし続けられるまち

7.地域福祉活動と総合的な生活保障により、だれもが地域で

互いに支え合いながら、安心して暮らせるまち

8.市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組み、生活の質を

高めながら健康寿命を伸ばし、すこやかで安心して暮らせるまち

9.安心して子供を産み育てられ、すべての子供が

すこやかに育つことができるまち

10.子供たちが新しい時代を生き抜くために必要となる

学力、人間性、体力を育むことができるまち

11.家庭、地域、学校の連携・協働のもと、

青少年のすこやかな成長を支えるまち

12.いつでも、どこでも、だれでも、さまざまな

生涯学習活動に取り組むことができるまち

13.持続可能な社会の実現に向けた先進的な取組が

進められ、良好な生活環境が整ったまち

14.地域の特性を生かしたまちづくりが進められ、

みどり豊かで安全・快適に暮らせるまち

15.道路、水道、下水道などの適切な維持や、公共交通の

利便性の向上により、だれもが安全・快適に暮らせるまち

16.地域経済の活性化が図られ、だれもが

働きやすい環境が整ったまち

17.文化やスポーツを通じて、より豊かな市民生活を営める

魅力あるまち

18.まちのさまざまな魅力の向上により、市民が愛着や

誇りをもち、住み続けたいと思えるまち

19.限られた財源や人材などの行政資源が有効活用され、

新たな行政課題に柔軟に対応しながら、持続可能な

行政運営が行われているまち

そう思う どちらかというとそう思う どちらとも言えない

どちらかというとそう思わない そう思わない 無回答

(n=629)
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イ 総合計画の 19 のめざすまちの姿の到達度（市民・市職員比較） 

全体的に職員の評価が市民の評価を上回る形となったが、評価の傾向は類似している。 

総合計画のめざすまちの姿に近づいているかどうかを聞いており、市民にとってあまりなじみがない政策など

は評価が難しかったものと思われる。 

クロス集計などの分析も行いながら、市民と職員の評価の比較を行い、評価の差が大きかった項目につい

ては必要に応じて取組や周知・発信の強化などを検討していく。 

 

図表 V-4 総合計画の 19のめざすまちの姿の到達度（市民・職員比較） 
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55.3%

62.8%

52.5%
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54.2%

74.2%

80.4%

52.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.平和と人権を尊重するまちづくり

2.市民自治によるまちづくり

3.災害に強く安心して暮らせるまちづくり

4.犯罪を許さないまちづくり

5.高齢者の暮らしを支えるまちづくり

6.障がい者の暮らしを支えるまちづくり

7.地域での暮らしを支えるまちづくり

8.健康・医療のまちづくり

9.子育てしやすいまちづくり

10.学校教育の充実したまちづくり

11.青少年がすこやかに育つまちづくり

12.生涯にわたり学べるまちづくり

13.環境先進都市のまちづくり

14.みどり豊かで安全・快適な都市空間づくり

15.安全・快適な都市を支える基盤づくり

16.地域経済の活性化を図るまちづくり

17.文化・スポーツに親しめるまちづくり

18.市民が愛着をもてるまちづくり

19.行政資源の効果的活用

市民（ｎ=1,102） 市職員（ｎ=629）

8.8%

14.8%

13.5%

10.9%

9.5%

10.1%

10.7%

8.8%

9.3%

11.4%

10.1%

11.4%

13.1%

9.0%

8.3%

12.1%

8.0%

5.5%

14.1%

3.8%

11.9%

8.1%

3.8%

3.3%

4.6%

4.5%

2.1%

4.5%

4.6%

3.7%

3.8%

7.5%

4.5%

1.6%

6.2%

2.4%

2.9%

12.6%

20% 0%

1.平和と人権を尊重するまちづくり

2.市民自治によるまちづくり

3.災害に強く安心して暮らせるまちづくり

4.犯罪を許さないまちづくり

5.高齢者の暮らしを支えるまちづくり

6.障がい者の暮らしを支えるまちづくり

7.地域での暮らしを支えるまちづくり

8.健康・医療のまちづくり

9.子育てしやすいまちづくり

10.学校教育の充実したまちづくり

11.青少年がすこやかに育つまちづくり

12.生涯にわたり学べるまちづくり

13.環境先進都市のまちづくり

14.みどり豊かで安全・快適な都市空間づくり

15.安全・快適な都市を支える基盤づくり

16.地域経済の活性化を図るまちづくり

17.文化・スポーツに親しめるまちづくり

18.市民が愛着をもてるまちづくり

19.行政資源の効果的活用

そう思う＋どちらかというとそう思うそう思わない＋どちらかというとそう思わない

1.平和と人権を尊重するまちづくり 

2.市民自治によるまちづくり 

3.災害に強く安心して暮らせるまちづくり 

4.犯罪を許さないまちづくり 

5.高齢者の暮らしを支えるまちづくり 

6.障がい者の暮らしを支えるまちづくり 

7.地域での暮らしを支えるまちづくり 

8.健康・医療のまちづくり 

9.子育てしやすいまちづくり 

10.学校教育の充実したまちづくり 

11.青少年がすこやかに育つまちづくり 

12.生涯にわたり学べるまちづくり 

13.環境先進都市のまちづくり 

14.みどり豊かで安全・快適な都市空間づくり 

15.安全・快適な都市を支える基盤づくり 

16.地域経済の活性化を図るまちづくり 

17.文化・スポーツに親しめるまちづくり 

18.市民が愛着をもてるまちづくり 

19.行政資源の効果的活用 
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 SDGs の認知度、注力すべきゴール 

SDGs の認知度を尋ねたところ、「SDGs の 17 の目標すべてを知っている」（14.0％）と「SDGs のいく

つかの目標を知っている」（64.5%）を合わせて、SDGs の 17 の目標を知っている回答者は約８割であ

る。 

図表 V-5 SDGsの認知度 

 

 

業務を行うに当たっての SDGs への意識については、「職場で SDGs のアイコンを目にすることがある」が

33.9％で、次に「業務と SDGs の目標の関連について意識している」（23.5％）、「協議の中で SDGs

について言及されることがある」（18.6％）が続くが、「普段の業務では SDGs を意識することはない」とする

回答も３割を超える。 

 

図表 V-6 業務を行うに当たっての SDGsへの意識 

 

 

  

SDGsの17の目標

すべてを知っている

14.0%

SDGsのいくつかの

目標を知っている

64.5%

SDGsのアイコンは

見たことがあるが、

内容はよく知らない

15.6%

SDGsという言葉は聞い

たことがあるが、内容は

よく知らない

5.2%

SDGsという言葉

を知らない

0.6%

(n=629)

23.5%

18.6%

33.9%

33.9%

0% 10% 20% 30% 40%

業務とSDGsの目標の関連について意識している

協議の中でSDGについて言及されることがある

職場でSDGsのアイコンを目にすることがある

普段の業務ではSDGsを意識することはない

(n=629)
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17 の SDGs のゴールのうち、吹田市が特に注力すべきゴールについては、「11．住み続けられるまちづく

りを」（55.8%）と「3.すべての人に健康と福祉を」（47.5%）を選択した回答者が約半数であり、次に

「4.質の高い教育をみんなに」（39.7%）、「8.働きがいも経済成長も」（24.8％）が続く。 

 

図表 V-7 吹田市が特に注力すべき SDGsのゴール 

 

 

  

14.0%

1.6%

47.5%

39.7%

13.5%

4.5%

11.6%

24.8%

7.0%

7.0%

55.8%

10.7%

8.9%

1.7%

1.7%

11.3%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80%

1.貧困をなくそう

2.飢餓をゼロに

3.すべての人に健康と福祉を

4.質の高い教育をみんなに

5.ジェンダー平等を実現しよう

6.安全な水とトイレを世界中に

7.エネルギーをみんなに そしてクリーンに

8.働きがいも経済成長も

9.産業と技術革新の基盤をつくろう

10.人や国の不平等をなくそう

11.住み続けられるまちづくりを

12.つくる責任 つかう責任

13.気候変動に具体的な対策を

14.海の豊かさを守ろう

15.陸の豊かさも守ろう

16.平和と公正をすべての人に

17.パートナーシップで目標を達成しよう

(n=629)


